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①要約： 

この特許は、認知症患者のケアを支援するために、AI ボットを使用して馴染みのある人物

の声や思い出を再現するシステムを提供するものです。 

 

②目的： 

認知症患者のケアは日々の急変やコミュニケーションの困難さなどで困難を伴うものです。

この特許の目的は、AI を活用して患者との対話を通じてリラックスやコミュニケーション

を促し、家族や介護者の負担を軽減することです。 

 

③新規性： 

この特許の新規性は、AI ボットが馴染みのある人物の声や思い出を学習し、認知症患者に

対してリラックスできる対話を提供する点です。家族や医療従事者の声や過去の思い出を再

現することで、患者とのコミュニケーションを深める新しいケアのアプローチを提案してい

ます。 

 

④独自性： 

この特許の独自性は、AI ボットが人間の声や思い出を再現することで、認知症患者に対し

てより親身なケアを提供する点にあります。これにより、患者がリラックスし、より効果的

な治療が可能になると期待されています。 

 

⑤経済価値： 

認知症患者のケアは世界中で需要が高まっており、その市場は成長しています。この特許に

よって提供される新しいケアのアプローチは、介護者の労力削減や患者の生活向上に貢献す

ることが期待されています。そのため、この特許は経済的な価値を持つと言えます。 

  


